
曹
魏
に
お
け
る
「
才
性
四
本
論
」
の
展
開

（1）652

は
じ
め
に

　

後
漢
末
か
ら
三
國
時
代
に
か
け
て
人
物
評
論
が
隆
盛
し
、
同
時
に
こ
れ
は
君
臣
間
に
人

事
を
め
ぐ
る
對
立
を
惹
起
し
た
。
特
に
曹
操
が
提
示
し
た
唯
才
主
義
は
、
漢
代
の
人
材
登

用
の
あ
り
方
を
大
き
く
搖
る
が
す
も
の
で
あ
っ
た
。
曹
操
は
登
用
の
際
に
才
能
と
性
行
を

切
り
離
す
見
解
を
打
ち
出
し
、
後
漢
の
一
般
的
な
官
僚
登
用
法
で
あ
る
孝
廉
を
否
定
し
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
が
て
儒
教
官
僚
層
の
批
判
を
受
け
、
合
わ
せ
て
人
物
評
價
に
お
け

る
理
論
の
整
理
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
の
一
つ
が
、
人
間
の
實
用
的
な
才
能
で
あ
る

「
才
」
と
道
德
的
な
素
質
で
あ
る
「
性
」
と
の
關
係
を
論
じ
た
「
才
性
四
本
論
」
で
あ
っ
た
。

唐
長
孺
《
一
九
五
五
》
は
、「
才
性
四
本
論
」
が
實
際
政
治
に
關
わ
る
命
題
で
あ
り
、
曹
魏

政
權
の
強
化
を
目
的
と
す
る
も
の
と
主
張
し
た（（
（

。
一
方
で
、
岡
村
繁
〈
一
九
六
二
〉
は
か

か
る
唐
の
説
に
反
駁
し
、「
才
性
四
本
論
」
が
當
時
の
權
力
鬪
爭
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た

派
閥
的
討
論
で
あ
り
、
や
が
て
實
際
政
治
と
は
離
れ
た
哲
學
論
と
し
て
行
わ
れ
た
と
推
測

す
る（（
（

。

　

か
か
る
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
、本
稿
は
「
才
性
四
本
論
」
の
成
立
に
攜
わ
っ
た
傅
嘏
・

鍾
會
ら
の
才
・
性
に
對
す
る
認
識
、
お
よ
び
他
者
へ
の
人
物
評
價
の
内
容
を
手
掛
か
り
と

し
て
、
當
時
の
曹
魏
政
權
内
に
お
け
る
才
性
論
の
展
開
を
整
理
し
考
察
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
後
漢
末
以
降
に
陸
續
と
著
さ
れ
た
人
物
評
論
に
お

け
る
「
才
性
四
本
論
」
の
位
置
づ
け
を
把
握
で
き
よ
う
。

一
、
唯
才
主
義
の
否
定
と
「
才
性
四
本
論
」

　

後
漢
末
か
ら
「
才
性
四
本
論
」
の
登
場
に
至
る
ま
で
の
才
性
論
の
經
緯
に
つ
い
て
は
、

安
東
諒
〈
一
九
七
二
〉
が
詳
し
く
述
べ
て
い
る
が（（
（

、
行
論
上
の
前
提
と
し
て
踏
ま
え
て
お

き
た
い
の
で
、
本
稿
で
も
お
お
よ
そ
整
理
し
て
お
く
。

　

漢
代
で
は
官
僚
登
用
制
度
と
し
て
郷
擧
里
選
が
行
わ
れ
た
。
郷
擧
里
選
に
は
い
く
つ
か

の
科
目
が
あ
り
、
中
で
も
孝
廉
を
常
擧
と
す
る
。
名
稱
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
こ
れ
は

儒
教
的
な
性
行
・
德
性
に
よ
る
評
價
を
基
準
と
し
て
人
を
推
擧
す
る
制
度
で
あ
る
。
だ
が
、

後
漢
が
衰
退
し
、
建
安
年
間
に
な
っ
て
曹
操
が
政
治
の
實
權
を
掌
握
す
る
と
、
新
た
な
登

用
方
針
を
唱
え
た
。

十
五
年
春
、
令
を
下
し
て
曰
く
、「
古
よ
り
受
命
及
び
中
興
の
君
、
曷
ぞ
嘗
て
賢
人
・

君
子
を
得
て
、
之
と
共
に
天
下
を
治
め
ざ
る
者
あ
ら
ん
や
。
其
の
賢
を
得
る
に
及
ぶ

や
、
曾

す
な
は

ち
閭
巷
を
出
で
ず
ん
ば
、
豈
に
幸
ひ
に
相 

遇
は
ん
や
。
…
…
若
し
必
ず
廉

士
に
し
て
而
る
後
に
用
ふ
可
く
ん
ば
、
則
ち
齊
桓
は
其
れ
何
を
以
て
か
世
に
霸
た

る
。
今 

天
下
に
褐
を
被き

て
玉
を
懷
き
て
渭
濱
に
釣
る
者
有
る
こ
と
無
き
を
得
る
か
。

又
た
嫂
を
盜
み
金
を
受
け
て
未
だ
無
知
に
遇
は
ざ
る
者
無
き
を
得
る
か
。
二
三
子
は

其
れ
我
を
佐た

す

け
て
仄
陋
を
明
揚
し
、
唯
だ
才 

是
れ
舉
げ
よ
。
吾 

得
て
之
を
用
ひ
ん
」

と
（『
三
國
志
』
卷
一 

武
帝
紀（
（
（

）。

　

建
安
十
五
（
二
一
〇
）
年
、
曹
操
は
、
才
が
あ
れ
ば
太
公
望
の
ご
と
く
貧
し
い
身
な
り

の
釣
り
人
で
あ
っ
て
も
、
陳
平
の
ご
と
く
嫂
と
密
通
し
て
賄
賂
を
受
け
取
ろ
う
と
も
登
用

す
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
い
わ
ゆ
る
唯
才
主
義
で
あ
る
。
漢
代
の
孝
廉
は
、「
儒
教
的
性

曹
魏
に
お
け
る
「
才
性
四
本
論
」
の
展
開
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行
を
備
え
て
い
れ
ば
、
官
僚
と
し
て
の
能
力
を
有
す
る
」
と
い
う
前
提
に
基
づ
き
、
才
能

と
性
行
は
結
び
つ
く
と
い
う
考
え
方
で
あ
っ
た
。
曹
操
は
こ
の
兩
者
の
結
び
つ
き
を
切
り

離
そ
う
と
し
た
。
渡
邉
義
浩
〈
一
九
九
五
〉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
曹
操
の
唯
才
主
義
は

孝
廉
の
否
定
で
あ
り
、
漢
の
正
統
性
を
支
え
て
い
た
儒
教
に
打
擊
を
與
え
た（（
（

。
か
か
る
曹

操
の
方
針
は
、
儒
教
を
價
値
觀
の
中
心
に
置
く
官
僚
層
に
と
っ
て
座
視
で
き
ぬ
も
の
で

あ
っ
た
。

　

延
康
元
（
二
二
〇
）
年
に
曹
操
が
沒
し
て
漢
魏
革
命
が
起
こ
る
と
、
九
品
中
正
制
度
が

成
立
し
、
人
物
評
價
の
内
容
が
仕
官
希
望
者
の
官
僚
生
活
に
直
結
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

九
品
中
正
制
度
で
は
儒
教
的
性
行
が
再
び
人
事
に
影
響
力
を
持
つ
こ
と
に
な
る（（
（

。
こ
れ
に

伴
い
、
當
時
の
知
識
人
た
ち
は
、
恣
意
的
で
あ
っ
た
人
物
評
價
の
理
論
を
整
理
し
つ
つ
、

才
を
優
先
す
る
曹
操
の
人
事
基
準
を
攻
擊
し
た
。
後
漢
の
大
儒
盧
植
の
子
に
あ
た
る
盧
毓

は
そ
の
一
人
で
あ
り
、
人
事
に
お
い
て
才
と
性
の
優
先
順
位
を
つ
け
る
こ
と
を
主
張
す

る
。ま
た
盧
毓
は
明
帝
曹
叡
期
に
人
事
を
統
括
す
る
吏
部
尚
書
に
就
い
た
人
物
で
も
あ
る
。

會
々
司
徒
缺
け
、
毓 

處
士
の
管
寧
を
擧
ぐ
る
も
、
帝 

用
ふ
る
能
は
ず
。
更
め
て
其

の
次
を
問
ふ
に
、
毓 

對
へ
て
曰
く
、「
敦
篤
至
行
な
れ
ば
、
則
ち
太
中
大
夫
の
韓
暨
。

亮
直
清
方
な
れ
ば
、
則
ち
司
隸
校
尉
の
崔
林
。
貞
固
純
粹
な
れ
ば
、
則
ち
太
常
の
常

林
」
と
。
帝 

乃
ち
暨
を
用
ふ
。
毓 

人
を
選
擧
す
る
に
及
び
、
先
づ
性
行
を
擧
げ
、

而
る
後
に
才
を
言
ふ
。
黄
門
の
李
豐 

嘗
て
以
て
毓
に
問
ふ
。
毓
曰
く
、「
才
は
善
を

爲
す
所
以
な
り
。
故
に
大
才
は
大
善
を
成
し
、
小
才
は
小
善
を
成
す
。
今 

之
を
才

有
り
と
稱
す
る
も
、
而
る
に
善
を
爲
す
能
は
ざ
れ
ば
、
是
の
才 

器
に
中あ

た

ら
ざ
る
な

り
」
と
（『
三
國
志
』
卷
二
十
二 

盧
毓
傳（
（
（

）。

　

明
帝
曹
叡
よ
り
人
事
の
諮
問
を
受
け
た
盧
毓
は
、
缺
員
と
な
っ
た
司
徒
の
後
任
候
補
を

幾
人
か
推
薦
し
、
才
能
よ
り
も
性
行
を
優
先
す
る
方
針
を
と
っ
た
。
才
は
善
を
爲
す
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
善
を
爲
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、
そ
の
才
は
役
に
立
た
な
い
と
い
う

の
で
あ
る
。
こ
の
時
に
推
薦
し
た
管
寧
・
崔
林
ら
は
、
盧
毓
・
司
馬
懿
と
と
も
に
「
北
海

グ
ル
ー
プ
」
に
屬
す
る
。
つ
ま
り
、
盧
毓
は
性
行
優
先
の
人
事
を
行
っ
て
司
馬
氏
派
の
利

益
を
圖
り
つ
つ
、
曹
操
の
唯
才
主
義
を
否
定
し
た
の
で
あ
る
。
才
性
の
議
論
は
現
實
の
人

事
に
關
わ
っ
て
お
り
、
強
い
黨
派
性
を
有
し
て
い
た（（
（

。
ち
な
み
に
盧
毓
に
人
事
の
あ
り
方

を
尋
ね
た
李
豐
は
、
後
述
の
と
お
り
「
才
性
四
本
論
」
に
お
い
て
「
異
」
の
立
場
を
と
る
。

お
そ
ら
く
曹
操
の
唯
才
主
義
を
踏
襲
し
て
才
を
優
先
す
る
人
物
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
人

事
に
お
い
て
才
と
性
を
ど
の
よ
う
に
扱
う
か
と
い
う
問
題
は
、
後
漢
末
以
降
た
び
た
び
論

じ
ら
れ
て
き
た
。

　

明
帝
が
崩
御
す
る
と
、
後
事
を
託
さ
れ
た
曹
爽
は
司
馬
懿
と
對
立
し
、
司
馬
氏
派
の
盧

毓
に
代
わ
っ
て
何
晏
を
吏
部
尚
書
に
就
け
る
一
方
、
玄
學
を
基
準
と
す
る
人
事
を
行
う
。

こ
う
し
た
曹
氏
派
と
司
馬
氏
派
の
政
治
鬪
爭
、
人
事
を
め
ぐ
る
對
立
の
流
れ
の
中
で
成
立

し
た
も
の
が
「
才
性
四
本
論
」
で
あ
っ
た
。

　
『
世
説
新
語
』
文
學
篇
は
、
鍾
會
が
「
才
性
四
本
論
」
を
著
し
た
逸
話
を
收
め
る
。
そ

の
劉
孝
標
注
に（（
（

、

魏
志
に
曰
く
、「（
鍾
）
會 

才
性
の
同
異
を
論
じ
、
世
に
傳
へ
ら
る
。
四
本
な
る
者
は
、

才
性
の
同
、
才
性
の
異
、
才
性
の
合
、
才
性
の
離
を
言
ふ
な
り
。
尚
書
の
傅
嘏
は
同

を
論
じ
、
中
書
令
の
李
豐
は
異
を
論
じ
、
侍
郎
の
鍾
會
は
合
を
論
じ
、
屯
騎
校
尉
の

王
廣
は
離
を
論
ず
。
文
多
く
し
て
載
せ
ず
」
と
。

と
あ
る
。「
才
性
四
本
論
」
は
、
才
と
性
と
の
關
係
を
、「
同
」「
異
」「
合
」「
離
」
の
立

場
よ
り
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
論
の
現
物
を
見
た
劉
孝
標
が
そ
の
文
章
を
收
載
し
な
か
っ

た
た
め
、
全
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
注（
1
）所
掲
青
木
著
書
は
、「
同
」
は
才
性

が
同
一
の
も
の
、「
異
」
は
二
者
が
異
な
る
も
の
、「
合
」
は
一
致
す
る
も
の
、「
離
」
は

一
致
し
な
い
も
の
、
と
い
う
立
場
よ
り
論
じ
た
も
の
と
す
る
。
か
か
る
説
お
よ
び
注（
1
）

所
掲
唐
論
文
・
注（
2
）所
掲
岡
村
論
文
を
踏
ま
え
つ
つ
、
注（
2
）所
掲
渡
邉
論
文
は
、

「
同
」
は
才
と
性
と
を
同
一
概
念
の
異
稱
と
し
、「
異
」
は
才
と
性
と
を
本
來
別
物
と
し
、

曹
操
の
唯
才
主
義
と
同
質
の
も
の
と
捉
え
、「
合
」
は
も
と
も
と
別
物
の
才
と
性
が
合
致

す
る
よ
う
に
な
る
と
し
、「
離
」
は
才
と
性
と
が
乖
離
し
た
方
向
を
と
る
も
の
と
整
理
す

る
。
ま
た
、「
合
」「
離
」
を
そ
れ
ぞ
れ
「
同
」「
異
」
の
發
展
型
と
見
る
が
、
首
肯
し
得

る
見
解
で
あ
る
。

　

冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
才
性
四
本
論
」
に
關
し
て
は
唐
長
孺
と
岡
村
繁
の
議
論
が

あ
り
、
兩
者
に
よ
っ
て
概
ね
考
察
さ
れ
て
い
る
。
要
點
を
整
理
す
る
と
、
唐
は
、
魏
晉
間

に
行
わ
れ
た
才
性
論
が
空
談
で
は
な
く
、
實
際
政
治
か
ら
出
発
し
て
實
際
政
治
に
歸
着
す

る
命
題
で
あ
り
、
そ
の
目
的
が
新
興
の
曹
魏
政
權
を
強
化
す
る
た
め
の
も
の
と
結
論
づ
け

る
。
一
方
、
岡
村
は
、
才
性
の
「
同
」「
合
」
を
主
張
す
る
傅
嘏
・
鍾
會
が
司
馬
氏
派
、
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才
性
の
「
異
」「
離
」
を
主
張
す
る
李
豐
・
王
廣
が
曹
氏
派
で
あ
る
こ
と
踏
ま
え
、
か
か

る
陰
慘
な
内
紛
が
生
み
出
し
た
派
閥
的
討
論
で
あ
る
と
論
じ
、「
傅
嘏
ら
の
才
性
論
は
、

た
と
え
當
時
の
選
擧
か
ら
論
の
き
っ
か
け
を
得
、
實
際
の
政
局
を
背
景
に
生
れ
て
き
た
と

は
い
え
、
そ
れ
に
對
す
る
論
者
の
姿
勢
お
よ
び
そ
の
内
容
は
、
す
で
に
か
か
る
實
際
政
治

か
ら
離
れ
て
純
粋
な
哲
學
論
（
玄
談
）
と
し
て
行
わ
れ
た
」
と
推
測
す
る
。
曹
氏
派
と
司

馬
氏
派
の
政
治
鬪
爭
の
中
で
生
み
出
さ
れ
た
と
い
う
岡
村
の
主
張
に
は
贊
同
す
る
が
、
純

粋
な
哲
學
論
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
主
張
に
は
疑
問
も
殘
る
。
そ
こ
で
「
才
性
四

本
論
」
に
關
わ
っ
た
人
物
た
ち
の
才
・
性
の
捉
え
方
、
お
よ
び
彼
ら
の
他
者
に
對
す
る
人

物
評
價
の
内
容
か
ら
、
こ
の
點
を
檢
討
し
て
み
た
い
。

二
、
傅
嘏
と
鍾
會
の
人
物
評
價

　
「
才
性
四
本
論
」
を
文
章
と
し
て
ま
と
め
た
の
は
鍾
會
だ
が
、
議
論
を
主
導
し
た
人
物

は
傅
嘏
で
あ
っ
た
。『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

傅
嘏
傳
に
、「
嘏 

常
に
才
性
の
同
異
を
論
じ
、

鍾
會 

集
め
て
之
を
論
ず
（
嘏
常
論
才
性
同
異
、
鍾
會
集
而
論
之
）」
と
あ
り
、
ま
た
同
傳
注
引

『
傅
子
』
に
、「
嘏 

既
に
治
に
達
し
正
を
好
み
、
而
し
て
清
理
識
要
有
り
。
好
み
て
才
性

を
論
じ
、
精
微
を
原
ね
本
づ
き
、
能
く
之
に
及
ぶ
も
の
鮮
し
（
嘏
既
達
治
好
正
、
而
有
清
理

識
要
、
好
論
才
性
、
原
本
精
微
、
鮮
能
及
之
）」
と
あ
る
よ
う
に
、
常
日
頃
よ
り
才
性
を
論
ず
る

こ
と
を
好
ん
だ
と
い
う
。
注（
2
）所
掲
岡
村
論
文
は
「
才
性
四
本
論
」
の
編
纂
時
期
を
、

曹
氏
派
と
司
馬
氏
派
の
權
力
鬪
爭
が
激
し
く
な
る
嘉
平
元
（
二
四
九
）
年
か
ら
嘉
平
三
（
二

五
一
）
年
ご
ろ
と
推
定
す
る
。
だ
が
論
の
成
立
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
以
前
か
ら
四

つ
の
立
場
は
四
者
に
よ
っ
て
論
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　
「
同
」
論
を
唱
え
る
傅
嘏
は
、
劉
劭
を
批
判
す
る
中
で
才
性
に
言
及
し
て
い
る
。
劉
劭

に
つ
い
て
、
多
田
狷
介
〈
一
九
八
〇
〉
は
そ
の
交
遊
關
係
や
政
治
的
位
置
を
考
察
し
、
曹

氏
派
の
法
術
的
官
僚
と
位
置
づ
け
る（（（
（

。
ま
た
、
多
田
の
見
解
を
肯
定
的
に
繼
承
し
た
東
川

祥
丈
〈
二
〇
〇
三
〉
も
劉
劭
を
法
家
重
視
の
官
僚
と
捉
え
、
そ
の
法
治
の
特
徴
を
論
じ

た
（
（（
（

。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
劉
劭
は
曹
氏
派
に
近
い
立
場
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
傅
嘏

は
劉
劭
の
編
纂
し
た
『
都
官
考
課
』
を
批
判
す
る
際
に
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

時
に
散
騎
常
侍
の
劉
劭 

考
課
法
を
作
る
や
、
事
は
三
府
に
下
さ
る
。
嘏 

劭
の
論
を

難
じ
て
曰
く
、「
蓋
し
聞
く
な
ら
く
、
帝
制
は
宏
深
に
し
て
、
聖
道
は
奧
遠
な
り
。

…
…
昔 

先
王
の
才
を
擇
ぶ
や
、
必
ず
行
を
州
閭
に
本
づ
き
、
道
を
庠
序
に
講
ず
。

行 

具
は
れ
ば
而

す
な
は
ち
之
を
賢
と
謂
ひ
、
道 

脩
む
れ
ば
則
ち
之
を
能
と
謂
ふ
。
鄉
老
は

賢
能
を
王
に
獻
じ
、
王 

拜
し
て
之
を
受
く
。
其
の
賢
者
を
擧
ぐ
る
や
、
出
し
て
之

に
長
た
ら
し
め
、
其
の
能
者
を
科
す
る
や
、
入
り
て
之
を
治
め
し
む
。
此
れ
先
王
の

才
を
收
む
る
の
義
な
り
。
方
今
、
九
州
の
民
よ
り
、
爰こ

こ

に
京
城
に
及
ぶ
ま
で
、
未
だ

六
鄉
の
擧
有
ら
ず
、
其
の
選
才
の
職
は
、
專
ら
吏
部
に
任
ず
。
品
狀
を
案
ず
れ
ば
則

ち
實
才
は
未
だ
必
ず
し
も
當
ら
ず
、
薄
伐
を
任
ず
れ
ば
則
ち
德
行
は
未
だ
敍
と
爲
さ

ず
。
此
の
如
く
ん
ば
則
ち
殿
最
の
課
、
未
だ
人
才
を
盡
く
さ
ず
。
王
度
を
述
綜
し
、

國
式
を
敷
贊
す
る
は
、
體 

深
く
義 

廣
く
し
て
、
得
て
詳
か
に
し
難
き
な
り
（『
三
國

志
』
卷
二
十
一 

傅
嘏
傳（
（（
（

）。

　

古
の
先
王
は
郷
里
で
の
性
行
を
人
事
の
基
準
と
し
、
そ
れ
を
具
え
て
い
れ
ば
賢
者
と
し

て
登
用
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
性
と
才
は
結
び
つ
く
も
の
な
が
ら
、
ま
ず
性
行
が
あ
っ

て
後
に
才
能
が
伴
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
か
か
る
先
王
の
例
を
引
き
合
い
に
出
す
一

方
、
傅
嘏
は
「
品
狀
」
を
勘
案
す
れ
ば
「
實
才
」
が
必
ず
し
も
適
當
で
な
く
、「
薄
伐
」

に
基
づ
け
ば
「
德
行
」
は
問
題
に
さ
れ
な
い
と
も
説
く
。
渡
邉
義
浩
〈
二
〇
〇
六
〉
が
述

べ
る
と
お
り
、「
品
狀
」
と
は
德
行
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
「
品
」
と
、
才
能
と
德
行
の
兩

方
を
記
し
た
「
狀
」
を
合
わ
せ
た
も
の
で
あ
り
、「
薄
伐
」
は
「
簿
伐
」
と
も
い
い
、
父

祖
や
本
人
の
官
歴
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
渡
邉
は
、
傅
嘏
が
實
才
と
德
行
を
對

照
的
に
扱
っ
て
お
り
、
漢
代
の
孝
廉
の
よ
う
に
人
の
善
性
が
官
僚
と
し
て
能
力
が
高
い
の

か
と
い
う
曹
操
の
問
題
提
起
が
こ
こ
に
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
す
る（（（
（

。
こ
う
し
た
傅
嘏
の

主
張
が
具
體
的
な
政
治
發
言
と
し
て
表
れ
た
も
の
と
し
て
、
何
晏
・
鄧
颺
・
夏
侯
玄
へ
の

人
物
評
價
を
擧
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

是
の
時
、
何
晏 

材
辯
を
以
て
貴
戚
の
間
に
顯
は
れ
、
鄧
颺 

變
通
を
好
み
、
徒
黨
を

合
は
せ
、
聲
名
を
閭
閻
に
鬻ひ

さ

ぐ
。
而
し
て
夏
侯
玄 

貴
臣
の
子
た
る
を
以
て
少
く
し

て
重
名
有
り
、
之
を
宗
主
と
爲
す
。
交
を
嘏
に
求
む
れ
ど
も
納
れ
ざ
る
な
り
。
嘏
の

友
人
の
荀
粲
、
清
識
遠
心
有
れ
ど
も
、
然
る
に
猶
ほ
之
を
怪
し
む
。
嘏
に
謂
ひ
て
曰

く
、「
夏
侯
泰
初
は
一
時
の
傑
な
り
。
…
…
二
賢 

睦
ま
じ
か
ら
ざ
る
は
、
國
の
利
に

非
ず
。
此
れ
藺
相
如
の
廉
頗
に
下

へ
り
く
だる

所
以
な
り
」
と
。
嘏 

之
に
答
へ
て
曰
く
、「
①

泰
初
は
志 

其
の
量
よ
り
大
き
く
、
能
く
虛
聲
を
合あ

つ

め
ど
も
實
才
無
し
。
何
平
叔
は
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言 

遠
く
し
て
情 

近
く
、
辯
を
好
み
て
誠
無
し
。
所い

わ

謂ゆ
る

、
利
口
に
し
て
邦
國
を
覆
す

の
人
な
り
。
鄧
玄
茂
は
爲
す
有
り
て
終
無
く
、
外
に
名
利
を
要
め
、
内
に
關
鑰
無
し
。

同
じ
き
を
貴
び
異
な
る
を
惡
み
、
言
多
く
し
て
前
を
妒ね

た

む
。
言
多
け
れ
ば
釁
多
く
、

前
を
妒
め
ば
親
し
み
無
し
。
②
吾
を
以
て
此
の
三
人
の
者
を
觀
る
に
、
皆 

敗
德
な

り
。
之
を
遠
ざ
く
る
も
猶
ほ
禍
の
及
ば
ん
こ
と
を
恐
る
。
況
ん
や
之
に
昵ち

か

づ
く
を
や
」

と
（『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

傅
嘏
傳
注
引
『
傅
子（
（（
（

』）

　

引
用
文
冒
頭
の
「
是
の
時
」
と
は
曹
爽
輔
政
期
に
あ
た
る
。
當
時
、
傅
嘏
は
何
晏
・
鄧

颺
・
夏
侯
玄
ら
と
交
わ
ら
ず
、
友
人
の
荀
粲
か
ら
交
際
を
薦
め
ら
れ
て
も
拒
否
し
た
。
そ

も
そ
も
何
晏
ら
は
曹
氏
派
、
傅
嘏
は
司
馬
氏
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
る（（（
（

。
①
に
あ
る
と
お
り
、

傅
嘏
は
夏
侯
玄
を
「
虛
聲
を
合
め
ど
も
實
才
無
し
」
と
評
し
、
才
を
有
し
辯
舌
に
長
け
る

と
貴
戚
の
間
で
評
判
の
何
晏
を
「
辯
を
好
み
て
誠
無
し
」
と
評
し
、
②
で
は
、
鄧
颺
を
含

め
て
い
ず
れ
も
「
敗
德
」
と
斷
じ
た
。
と
り
わ
け
夏
侯
玄
に
對
し
て
は
、
劉
劭
へ
の
批
判

と
同
じ
く
才
と
德
と
を
絡
め
て
論
じ
て
い
る
。
彼
ら
へ
の
人
物
評
論
は
時
期
的
に
「
才
性

四
本
論
」
完
成
前
で
あ
り
、
こ
れ
が
「
同
」
論
の
雛
型
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、「
合
」
論
の
鍾
會
に
よ
る
人
物
評
價
は
、『
三
國
志
』
卷
二
十
三 

裴
潛
傳
注
引

『
晉
諸
公
贊
』
に
確
認
で
き
る（（（
（

。

（
裴
）
康
は
弘
量
有
り
、（
裴
）
綽
は
明
達
を
以
て
稱
と
爲
す
。（
裴
）
楷 

少
く
し
て

琅
邪
の
王
戎
と
俱
に
掾
と
爲
り
て
名
を
發
す
。
鍾
會 

之
を
大
將
軍
の
司
馬
文
王
に

致
し
て
曰
く
、「
裴
楷
は
清
通
、
王
戎
は
簡
要
」
と
。
文
王 

即
ち
辟
し
て
掾
と
爲
し
、

進
み
て
顯
位
を
歴
す
。

　

河
東
聞
喜
出
身
の
裴
楷
と
琅
邪
臨
沂
出
身
の
王
戎
は
同
等
の
名
聲
を
有
し
て
い
た
。
そ

の
兩
者
を
司
馬
昭
に
推
薦
す
る
際
、
鍾
會
は
裴
楷
を
「
清
通
」、
王
戎
を
「
簡
要
」
と
評

し
た
。
裴
楷
へ
の
評
價
は
、
儒
教
的
價
値
觀
の
典
型
で
あ
る
清
廉
な
人
柄
を
示
す
「
清
」、

そ
し
て
事
理
に
通
ず
る
能
力
を
示
す
「
通
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
王
戎
へ
の
評
價
に
見

え
る
「
簡
要
」
も
、
あ
っ
さ
り
と
し
た
性
行
を
示
す
「
簡
」
と
、
事
理
に
お
い
て
要
領
を

得
る
「
要
」
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
お
り
、
性
行
＋
才
能
と
い
う
表
現
形
式
を
取
り
な
が

ら
、
評
價
對
象
者
の
姓
名
を
含
め
て
四
言
で
ま
と
め
て
い
る（（（
（

。
葭
森
健
介
〈
一
九
八
二
〉
は
、

『
三
國
志
』
や
『
晉
書
』
に
見
ら
れ
る
人
物
評
語
の
内
容
を
整
理
・
體
系
化
し
て
お
り
、

「
清
」「
簡
」「
和
」「
平
」「
寛
」
の
五
字
が
當
時
の
貴
族
た
ち
の
任
官
以
前
に
お
け
る
性

行
才
德
を
表
現
す
る
語
と
し
て
も
頻
繁
に
用
い
ら
れ
、「
貴
族
個
人
の
具
う
べ
き
人
格
性

を
も
表
現
す
る
も
の
」
と
述
べ
る
。
さ
ら
に
「
清
」「
簡
」
に
つ
い
て
は
、
要
點
の
み
を

衝
い
た
す
っ
き
り
し
た
政
治
、
官
府
の
出
費
を
抑
え
た
簡
素
な
政
治
と
捉
え
、
か
か
る
政

治
は
「
清
」「
簡
」
と
い
う
貴
族
の
理
想
と
す
べ
き
人
格
性
を
帶
び
た
官
僚
に
よ
っ
て
な

さ
れ
る
と
い
う（（（
（

。
つ
ま
り
、
官
僚
個
人
の
態
度
や
資
質
を
指
す
と
と
も
に
、
政
治
の
あ
り

方
を
表
現
す
る
語
で
も
あ
っ
た
。
人
間
の
才
と
性
が
合
致
す
る
と
い
う
鍾
會
の
「
合
」
論

も
ま
た
、
唯
才
主
義
を
否
定
す
る
價
値
觀
と
言
え
る
。

　

こ
れ
ら
「
同
」「
合
」
論
の
二
人
に
對
し
て
、「
異
」
の
李
豐
、「
離
」
の
王
廣
に
よ
る

人
物
評
價
は
不
詳
で
あ
る
。
た
だ
、「
異
」
論
の
李
豐
は
、
一
で
述
べ
た
よ
う
に
、
性
を

優
先
す
る
盧
毓
に
對
し
て
人
事
の
あ
り
方
を
尋
ね
て
い
た
こ
と
か
ら
、
曹
操
の
唯
才
主
義

を
肯
定
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
一
方
、
王
廣
は
傅
嘏
ら
と
才
性
を
論
じ
た
こ
と
は
分
か
っ
て

い
る
が
、
そ
の
具
體
的
な
議
論
を
伺
い
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

以
上
を
整
理
す
る
と
、「
才
性
四
本
論
」
に
お
け
る
「
同
」
の
立
場
を
と
る
傅
嘏
は
、

實
才
と
德
性
を
對
照
的
に
捉
え
、
何
晏
・
夏
侯
玄
ら
を
評
價
す
る
中
で
、
兩
者
の
結
び
つ

き
を
重
視
し
た
。
ま
た
「
合
」
の
立
場
を
と
る
鍾
會
は
、
實
際
の
人
事
に
關
わ
る
場
に
お

い
て
、
性
行
と
才
能
を
合
わ
せ
た
評
語
を
以
て
人
物
を
評
價
し
た
。
傅
嘏
・
鍾
會
の
當
時
、

「
才
性
四
本
論
」
に
基
づ
く
人
物
評
價
は
、
岡
村
が
述
べ
る
よ
う
な
哲
學
論
で
は
な
く
、

實
際
政
治
の
場
で
利
用
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う（（（
（

。

三
、
傅
玄
の
「
同
」

　
「
才
性
四
本
論
」
に
見
ら
れ
る
主
張
は
、
曹
魏
人
士
の
間
で
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
解
を
探
り
得
る
人
物
の
一
人
が
傅
玄
で
あ
る
。
當
時
、
傅

玄
は
傅
嘏
・
鍾
會
の
よ
う
に
司
馬
氏
派
に
屬
し
、
才
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
た
。
傅
玄
は

傅
嘏
と
本
貫
を
同
じ
く
し
、
自
著
の
『
傅
子
』
に
傅
嘏
の
傳
記
を
著
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

想
像
を
逞
し
く
す
れ
ば
、
傅
玄
は
傅
嘏
と
才
性
論
を
交
わ
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
も

あ
れ
、
そ
の
傅
玄
の
主
張
を
見
て
い
き
た
い
。

①
虎
は
至
猛
な
れ
ば
、
畏
れ
て
服
す
可
し
。
鹿
は
至
粗
な
れ
ば
、
教
へ
て
使
ふ
可
し
。

木
は
至
勁
な
れ
ば
、
柔
ら
か
く
し
て
屈
げ
る
可
し
。
石
は
至
堅
な
れ
ば
、
消
し
て
用

ふ
可
し
。
況
ん
や
人
の
五
常
の
性
を
含
み
、
善
有
れ
ば
因
る
可
く
、
惡
有
れ
ば
改
む
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可
き
者
を
や
。
人
の
重
ん
ず
る
所
、
身
よ
り
重
き
は
莫
し
。
貴
教
の
道 

行
は
る
れ
ば
、

士
は
節
に
仗
り
て
義
を
成
し
、
死
し
て
顧
み
ざ
る
者
有
り
。
此
れ
先
王
の
善
に
因
り

て
義
を
教
へ
、
義
に
因
り
て
得
を
立
つ
る
な
り
。
…
…
。
②
夫
の
商
・
韓
・
孫
・
呉

の
若
き
は
、
人
性
の
得
を
貪
り
進
を
樂
し
む
を
知
れ
ど
も
、
其
の
善
を
兼
濟
す
る
を

知
ら
ず
、
是
に
於
て
之
を
束
ぬ
る
に
法
を
以
て
し
、
之
を
要
む
る
に
功
を
以
て
し
、

天
下
を
し
て
唯
だ
力
を
ば
是
れ
恃
み
、
唯
だ
爭
ひ
を
ば
是
れ
務
め
し
む
の
み
。
力
を

恃
み
爭
ひ
に
務
め
、
湯
を
探
し
て
火
に
赴
き
て
、
其
の
身
を
忘
る
る
者
有
る
に
至
り

て
は
、
利
を
好
む
の
心
を
ば
獨
り
用
ふ
る
な
り
。
人 

利
を
好
む
の
心
を
懷
け
ば
、

則
ち
善
端 

沒
せ
り
（『
羣
書
治
要
』
卷
四
十
九
引
『
傅
子
』
貴
教
篇（
（（
（

）。

　

①
虎
・
鹿
・
木
・
石
は
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
踏
ま
え
て
用
い
る
よ
う
に
、
人
も
五
常
と

い
う
儒
教
的
德
性
を
含
み
つ
つ
善
惡
に
搖
れ
る
か
ら
こ
そ
教
化
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
説

く
。
こ
の
部
分
は
王
充
『
論
衡
』
率
性
篇
の
、「
夫
れ
鐵
石
の
天
然
す
ら
、
尚
ほ
鍜
鍊
を

爲
す
者
は
故
質
を
變
易
す
。
況
ん
や
人
の
五
常
の
性
を
含
む
を
や
（
夫
鐵
石
天
然
、
尚
爲
鍜

鍊
者
變
易
故
質
。
況
人
含
五
常
之
性
）」
と
あ
る
の
に
基
づ
く
。
②
で
は
、
商
鞅
・
韓
非
・
孫
武
・

呉
起
ら
春
秋
戰
國
時
代
の
重
法
主
義
者
た
ち
の
性
に
對
す
る
理
解
を
批
判
す
る
。
傅
玄
は

人
に
善
性
の
具
わ
る
こ
と
を
述
べ
、
ま
た
引
用
部
分
末
尾
に
て
「
善
端
」
と
記
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
こ
は
孟
子
の
性
善
説
・
四
端
を
踏
ま
え
た
議
論
を
展
開
し
た
。
一
方
で
、

傅
玄
は
次
の
よ
う
に
も
述
べ
る
。

人
の
性
は
水
の
如
し
。
之
を
圓
に
置
け
ば
則
ち
圓
な
り
、
之
を
方
に
置
け
ば
則
ち
方

な
り
、
之
を
澄
ま
せ
ば
則
ち
渟
ま
り
て
清
み
、
之
を
動
か
せ
ば
則
ち
流
れ
て
濁
る
。

先
王 

中
流
の
擾
亂
し
易
き
を
知
り
、
故
に
隨
ひ
て
之
を
教
ふ
。
其
の
偏
好
す
る
者

を
謂
ふ
、
故
に
一
定
の
法
を
立
つ
（『
意
林
』
卷
五
引
『
傅
子（
（（
（

』）。

　

人
の
本
性
は
水
の
よ
う
で
、
置
か
れ
た
場
所
に
よ
っ
て
圓
形
に
も
方
形
に
も
な
り
、
清

み
も
濁
り
も
す
る
。
古
の
王
た
ち
は
こ
れ
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
こ
そ
「
中
流
」、
す
な

わ
ち
中
人
を
教
化
し
た
と
述
べ
、
先
王
に
假
託
し
て
傅
玄
は
自
ら
の
見
解
を
提
示
す
る
。

中
人
の
み
が
善
に
も
惡
に
も
變
わ
り
得
る
と
い
う
議
論
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
性
三
品
説

に
基
づ
く
。
前
引
の
『
傅
子
』
貴
教
篇
を
含
め
、
傅
玄
は
主
流
と
な
っ
て
い
た
儒
家
の
性

説
に
則
り
、
そ
の
枠
組
み
か
ら
外
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
か
か
る
認
識
を
持
つ
傅
玄
は
才

に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
そ
れ
が
次
の
文
で
あ
る
。

凡
そ
才
を
品
す
る
に
九
有
り
。
一
に
曰
く
德
行
、
以
て
道
の
本
を
立
つ
。
二
に
曰
く

理
才
、
以
て
事
機
を
研
ぐ
。
三
に
曰
く
政
才
、
以
て
制
體
を
經
む
。
四
に
曰
く
學
才
、

以
て
典
文
を
綜
ぶ
。
五
に
曰
く
武
才
、
以
て
軍
旅
を
御
す
。
六
に
曰
く
農
才
、
以
て

耕
稼
を
教
ふ
。
七
に
曰
く
工
才
、
以
て
器
用
を
作
す
。
八
に
曰
く
商
才
、
以
て
國
利

を
興
す
。
九
に
曰
く
辯
才
、
以
て
諷
議
を
長
ず
（『
長
短
經
』
量
才
篇
引
『
傅
子（
（（
（

』）。

　

傅
玄
は
才
を
論
ず
る
中
で
、
德
行
を
筆
頭
に
九
種
類
擧
げ
た
。
高
新
民
〈
一
九
九
五
〉
は

こ
れ
を
九
品
中
正
制
度
の
否
定
と
見
る（（（
（

。
そ
も
そ
も
九
品
中
正
と
い
う
名
稱
に
も
含
ま
れ

る
「
品
」
と
は
先
天
的
・
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
、
す
な
わ
ち
「
性
」
を
指
し
、
董
仲
舒
學

派
の
性
三
品
説
に
基
づ
く
と
い
う（（（
（

。
そ
れ
を
後
天
的
か
つ
可
變
の
「
才
」
と
合
わ
せ
て
評

價
し
登
用
す
る
の
が
こ
の
制
度
で
あ
っ
た
。『
傅
子
』
を
見
る
と
、
傅
玄
は
九
つ
の
具
體

的
な
才
を
論
ず
る
中
で
「
德
行
」
と
い
う
本
來
は
性
に
屬
す
る
も
の
を
第
一
に
擧
げ
、
道

の
根
本
を
立
て
る
も
の
と
位
置
づ
け
た
。
つ
ま
り
才
と
性
（
＝
品
）
が
結
び
つ
く
も
の
、
さ

ら
に
言
え
ば
同
一
の
も
の
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
か
か
る
傅
玄
の
主
張
は
「
才
性
四
本
論
」

に
お
け
る
「
同
」
論
に
相
當
し
、
傅
嘏
と
立
場
を
同
じ
く
す
る
。
傅
玄
は
「
同
」
に
基
づ

き
、
九
品
中
正
制
度
の
修
正
案
を
示
し
た
。
才
と
性
の
議
論
は
人
事
に
繫
が
る
極
め
て
政

治
的
な
も
の
で
あ
り
、
傅
玄
は
傅
嘏
の
「
同
」
論
だ
け
で
な
く
、
曹
・
司
の
權
力
鬪
爭
の

過
程
で
生
ま
れ
た
「
才
性
四
本
論
」
が
有
し
て
い
た
政
治
性
も
繼
承
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

四
、
嵆
康
・
呂
安
の
議
論

　

傅
玄
と
ほ
ぼ
同
時
期
の
人
物
で
あ
り
、「
才
性
四
本
論
」
に
基
づ
く
主
張
を
展
開
し
た

と
さ
れ
る
の
が
嵆
康
で
あ
る
。
嵆
康
は
曹
操
の
孫
の
長
樂
亭
主
（
沛
穆
王
曹
霖
の
娘
）
と
婚

姻
關
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
政
治
的
に
は
曹
氏
派
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
嵆

康
は
「
才
性
四
本
論
」
に
關
し
て
鍾
會
と
因
縁
が
あ
っ
た
。

鍾
會 

四
本
論
を
撰
し
、
始
め
て
畢
る
。
甚
だ
嵆
公
を
し
て
一
見
せ
し
め
ん
と
欲
し
、

懷
中
に
置
き
、
既
に
定
ま
り
て
、
其
の
難
を
畏
れ
、
懷
に
し
て
敢
て
出
さ
ず
、
戸
外

に
於
て
遙
か
に
擲
ち
、
便
ち
面
し
て
急
ぎ
走
る
（『
世
説
新
語
』
文
學
篇（
（（
（

）。

　

鍾
會
は
「
才
性
四
本
論
」
を
嵆
康
に
見
せ
よ
う
と
し
て
出
向
い
た
が
、
直
前
に
な
っ
て

批
判
を
怖
れ
、
つ
い
に
窻
か
ら
投
げ
入
れ
て
逃
げ
る
よ
う
に
歸
っ
た
と
い
う
。
嵆
康
自
身

は
「
才
性
四
本
論
」
編
纂
に
直
接
關
與
し
て
い
な
い
が
、
そ
れ
に
關
わ
る
論
を
言
及
し
た
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も
の
と
し
て
「
明
膽
論
」
が
あ
る
。「
明
膽
論
」
は
、
呂
安
（
呂
子
）
と
嵆
康
（
嵆
先
生
）

が
人
間
の
明
と
膽
に
つ
い
て
議
論
を
交
わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
執
筆
時
期
は
不
詳
だ
が
、

嵆
康
と
鍾
會
の
因
縁
お
よ
び
後
述
の
と
お
り
性
三
品
説
と
の
關
わ
り
を
勘
案
す
れ
ば
、

「
才
性
四
本
論
」
の
議
論
の
影
響
が
あ
っ
た
こ
と
は
十
分
考
え
得
る
。
で
は
、「
明
膽
論
」

の
内
容
を
檢
討
し
て
み
た
い（（（
（

。

①
呂
子
な
る
者
有
り
、
義
を
精
し
道
を
味
し
、
是
非
を
研
核
す
。
以
爲
へ
ら
く
、
人

に
膽
有
り
て
明
無
か
る
可
き
も
、
明
有
れ
ば
便
ち
膽
有
り
と
。
嵇
先
生 

以
爲
へ
ら

く
、
明
・
膽
は
用
を
殊
に
し
、
相 

生
ず
る
能
は
ず
と
。
論
に
曰
く
、「
②
夫
れ
元
氣

は
陶
鑠
し
、
衆
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
焉
を
稟
く
。
賦
受
す
る
に
多
少
有
り
、
故

に
才
性
に
昏
明
有
り
。
唯
だ
至
人
は
特
に
純
美
を
鍾あ

つ

め
、
外
内
を
兼
周
し
、
畢
く
備

へ
ざ
る
こ
と
無
し
。
此
れ
を
降
る
已
往
、
蓋
し
闕
如
す
る
な
り
。
或
い
は
見
物
に
明

あ
り
、
或
い
は
決
斷
に
勇
あ
り
。
人
情
に
貪
廉
あ
り
、
各
々
止
む
る
所
有
り
。
諸
を

草
木
に
譬
へ
、
區
す
る
に
別
を
以
て
す
。
之
を
兼
ぬ
る
者
は
物
に
博
く
、
偏
受
す
る

者
は
其
の
分
を
守
る
。
故
に
吾 

謂
へ
ら
く
、
③
明
・
膽
は
氣
を
異
に
し
、
相 

生
ず

る
能
は
ず
と
。
明
は
以
て
見
物
し
、
膽
は
以
て
決
斷
す
。
明
を
專
ら
に
し
て
膽
無
く

ん
ば
、
則
ち
見
る
と
雖
も
斷
ぜ
ず
。
膽
を
專
ら
に
し
て
明
無
く
ん
ば
、
則
ち
理
に
違

ひ
て
機
を
失
ふ
。
④
故
に
子
家
は
軟
弱
に
し
て
、
弑
君
に
陷
る
。
左
師
は
斷
ぜ
ず
し

て
、
華
臣
に
逼
ら
る
。
皆 

智
は
之
に
及
べ
ど
も
、
決
し
て
行
は
ざ
る
な
り
。
此
の

理 

坦
然
と
し
て
、
宣
滯
す
る
所
に
非
ず
。
…
…
」
と（（（
（

。

　

①
は
兩
者
の
持
論
で
あ
る
。
呂
安
は
、
膽
が
あ
っ
て
明
の
な
い
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
明

が
あ
れ
ば
膽
も
あ
る
と
し
て
、
明
が
膽
を
規
定
す
る
と
捉
え
る
。
嵆
康
は
、
兩
者
が
は
た

ら
き
を
別
に
し
、
一
方
が
他
方
を
生
ず
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
。
か
か
る
嵆
康
の
主
張

は
論
中
に
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
高
田
淳
〈
一
九
五
六
〉
は
そ
こ
に
「
才
性
四
本
論
」

に
お
け
る
「
離
」
の
雛
型
を
看
取
す
る（（（
（

。
注（
26
）所
掲
西
譯
注
は
高
田
の
論
を
肯
定
し
、

大
上
正
美
〈
二
〇
一
六
〉
も
そ
の
見
解
を
踏
襲
し
て
い
る（（（
（

。
②
か
ら
が
嵆
康
の
本
論
で
あ
る
。

人
は
生
ま
れ
な
が
ら
に
受
け
る
氣
の
量
に
よ
り
才
・
性
に
明
暗
が
で
き
る
と
し
、
完
全
な

る
明
・
膽
を
兼
備
す
る
至
人
と
そ
れ
よ
り
劣
る
中
人
以
下
の
存
在
を
説
く
。
こ
れ
は
王
充

の
『
論
衡
』
率
性
篇
を
踏
ま
え
て
お
り（（（
（

、
ま
た
董
仲
舒
學
派
の
性
三
品
説
に
基
づ
く
。
③

で
は
、
明
と
膽
が
氣
を
異
に
し
、
一
方
が
他
方
を
生
ず
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
、
冒
頭
の

内
容
を
再
び
提
示
す
る
。
明
は
物
を
見
る
聰
明
・
明
智
を
、
膽
は
決
斷
し
行
動
に
結
び
つ

く
膽
力
を
指
し
、
兩
者
が
各
々
は
た
ら
き
、
一
方
だ
け
で
は
失
敗
も
あ
る
と
述
べ
る
。
④

は
そ
の
具
體
的
事
例
と
し
て
、
春
秋
鄭
の
公
子
家
と
春
秋
宋
の
左
師
（
向
戌
）
が
、
と
も

に
十
分
な
智
惠
を
持
ち
な
が
ら
決
斷
を
誤
っ
た
逸
話
を
示
す
。

　

こ
の
議
論
を
「
才
性
四
本
論
」
と
絡
め
て
み
る
と
、
そ
も
そ
も
注（
28
）所
掲
高
田
論
文

が
雛
型
を
看
取
し
た
と
い
う
「
離
」
論
は
、
才
と
性
が
乖
離
し
た
方
向
を
取
る
と
す
る
論

で
あ
る
。
明
智
は
と
も
か
く
、
膽
力
に
よ
り
爲
さ
れ
る
行
動
が
必
ず
し
も
道
德
的
素
質
に

基
づ
く
性
行
と
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
明
・
膽
を
才
・
性
に
當
て
は
め
て
み
れ
ば
、

嵆
康
が
兩
者
を
別
物
と
繰
り
返
す
點
は
、「
離
」
論
よ
り
も
、
そ
の
發
展
前
の
段
階
で
あ

る
「
異
」
論
と
言
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

か
か
る
嵆
康
の
主
張
に
對
し
、
呂
安
も
ま
た
過
去
の
人
物
を
例
に
擧
げ
て
反
論
し
た
。

漢
の
賈
生
、
切
直
の
策
を
陳
べ
、
危
言
の
至
を
奮
ふ
。
行
ひ
の
疑
ひ
無
き
は
、
明
の

察
す
る
所
な
り
。
鵬
を
忌
み
て
賦
を
作
る
は
、
暗
の
惑
ふ
所
な
り
。
一
人
の
膽
、
豈

に
盈
縮
有
ら
ん
や
。
蓋
し
見
る
と
見
ざ
る
、
故
に
行
ひ
の
果
否
有
る
な
り（（（
（

。

　

前
漢
の
賈
誼
が
果
敢
で
あ
っ
た
り
惑
っ
た
り
し
た
の
は
、
見
・
不
見
と
い
う
明
の
は
た

ら
き
で
行
動
が
分
か
れ
た
の
で
あ
り
、
人
の
膽
に
盈
縮
が
な
い
こ
と
を
述
べ
る
。
と
す
れ

ば
、
呂
安
は
膽
を
先
天
的
か
つ
不
變
な
も
の
と
捉
え
て
お
り
、
こ
れ
は
才
性
論
の
性
に
相

當
し
よ
う
。
こ
の
他
に
も
呂
安
は
、
自
ら
の
首
を
荊
軻
に
差
し
出
し
た
戰
國
時
代
の
樊
於

期
、
息
子
の
眼
前
で
劔
に
伏
し
た
前
漢
の
王
陵
の
母
な
ど
を
擧
げ
、
明
が
膽
を
引
き
起
こ

し
、
明
が
な
け
れ
ば
膽
だ
け
で
自
分
を
守
り
抜
く
こ
と
は
で
き
な
い
と
論
じ
た
。
注（
29
）

所
掲
大
上
論
文
の
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
明
の
膽
に
對
す
る
絶
対
的
優
位
を
例
證
」
し
て

お
り
、
呂
安
の
解
釋
は
、
才
を
優
先
す
る
唯
才
主
義
と
同
質
の
も
の
で
あ
る
。
そ
の
呂
安

へ
の
再
反
論
と
し
て
、
嵆
康
は
次
の
よ
う
に
説
く
。

夫
れ
性
情
を
論
理
し
、
異
同
を
折
引
す
る
に
、
固
よ
り
當
に
受
く
る
所
の
終
始
を
尋

ね
、
氣
分
の
由
る
所
を
推
す
べ
し
。
…
…
①
本
と
二
氣
は
同
じ
か
ら
ず
、
明
は
膽
を

生
ぜ
ざ
る
を
論
ず
。
之
を
極
論
せ
ん
と
欲
す
れ
ば
、
當
に
一
人
を
し
て
刺
諷
の
膽
無

か
ら
し
め
て
、
事
を
見
る
の
明 

有
ら
し
む
べ
し
。
故
に
當
に
不
果
の
害
有
る
べ
し
。

中
人
は
血
氣 
之
無
く
、
而
し
て
復
た
之
を
資
す
る
に
明
を
以
て
す
る
を
謂
ふ
に
非

ず
。
二
氣 

一
體
に
存
す
れ
ば
、
則
ち
明
は
能
く
膽
を
運め

ぐ

ら
す
。
賈
誼
は
是
れ
な
り
。
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②
賈
誼
の
明
膽
は
、
自
づ
か
ら
相 

經を
さ

む
る
に
足
り
、
故
に
能
く
事
を
濟
す
。
誰
か

殊
に
膽
無
き
も
、
獨
り
明
に
任
せ
て
以
て
事
を
行
ふ
者
を
言
は
ん
や
。
子 

獨
り
自

ら
此
の
言
を
作
り
て
、
以
て
其
の
論
を
合
は
す
な
り
。
鵬
を
忌
み
て
闇
惑
す
る
は
、

明
の
周
か
ら
ざ
る
所
に
し
て
、
何
ぞ
膽
を
害

そ
こ
な

は
ん
。
③
明
は
既
に
以
て
物
を
見
、
膽

は
能
く
之
を
行
ふ
の
み
。
明
の
見
ざ
る
所
、
膽 

當
に
何
を
か
斷
ず
べ
き
。
進

退 

相 

扶
け
、
何
ぞ
盈
縮
を
謂
は
ん
。
就

す
な
は

ち
此
の
言
の
如
く
ん
ば
、
賈
生
の
策
を
陳

ぶ
る
は
、
明
の
見
る
所
な
り
。
鵬
を
忌
み
て
賦
を
作
る
は
、
暗
の
惑
ふ
所
な
り
。
④

爾
か
く
の

爲
ご
と
く

明
の
前
に
徹
し
て
、
暗
の
后
に
惑
ふ
は
、
明
に
盈
縮
有
れ
ば
な
り
。
苟
く
も

明
に
進
退
有
れ
ば
、
膽
も
亦
た
何
爲
れ
ぞ
偏
る
可
か
ら
ざ
ら
ん
や
。
…
…
夫
れ
唯
だ

至
明
は
能
く
惑
ふ
所
無
く
、
至
膽
は
能
く
虧
く
所
無
き
の
み
。
苟
く
も
此
の
若
き
に

非
ざ
る
よ
り
は
、
誰
か
弊
損
す
る
こ
と
無
か
ら
ん
や
。
…
…（（（
（

。

　

①
で
は
、
三
た
び
明
と
膽
が
氣
を
異
に
し
、
明
は
膽
を
生
じ
ぬ
こ
と
を
述
べ
る
。
膽
が

な
く
て
諷
刺
で
き
ず
と
も
明
を
備
え
る
場
合
が
あ
り
、
膽
が
な
い
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と

す
る
呂
安
の
論
を
否
定
し
た
。
續
け
て
、
②
賈
誼
の
明
と
膽
は
、
作
用
し
合
っ
た
こ
と
で

う
ま
く
事
を
成
し
た
の
で
あ
っ
て
、
膽
が
な
い
の
に
明
に
よ
り
成
し
た
の
で
は
な
い
こ
と

を
論
じ
、
呂
安
の
主
張
を
退
け
る
。
③
明
が
物
を
見
、
膽
が
行
う
も
の
で
あ
る
か
ら
に
は
、

明
が
見
な
い
も
の
を
實
行
で
き
る
は
ず
も
な
い
。
膽
を
助
け
る
明
に
進
退
が
あ
り
、
膽
は

盈
縮
し
な
い
と
す
る
。
膽
の
盈
縮
に
つ
い
て
は
呂
安
と
同
じ
見
解
だ
が
、
嵆
康
は
さ
ら
に

論
を
進
め
て
、
④
明
に
進
退
・
盈
縮
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
伴
い
膽
も
偏
る
と
論
じ
た
。
す

な
わ
ち
、
明
を
後
天
的
で
可
變
な
も
の
と
す
る
一
方
、
そ
の
明
の
作
用
に
よ
っ
て
は
、
膽

も
ま
た
必
ず
し
も
不
變
で
は
な
い
と
し
て
お
り
、
從
來
の
才
性
論
を
踏
ま
え
る
呂
安
の
主

張
と
異
に
す
る
。
そ
し
て
嵆
康
は
、
た
た
み
か
け
る
よ
う
に
述
べ
る
。

子 

又
た
言
へ
ら
く
、「
明
に
膽
無
き
こ
と
無
く
、
膽
は
能
く
偏
守
す
」
と
。
子
の
言

を
案
ず
る
に
、
此
れ
則
ち
專
膽
の
人
有
り
、
亦
た
膽
を
爲
す
は
特
に
自
づ
か
ら
一
氣

な
り
。
五
才 

體
に
存
し
、
各
々
生
ず
る
所
有
り
。
明
は
陽
を
以
て
曜

か
が
や

き
、
膽
は
陰

を
以
て
凝
る
。
豈
に
陽
有
り
て
陰
無
か
る
可
く
、
陰
有
り
て
陽
無
か
る
可
し
と
謂
ふ

可
け
ん
や
。
相 

須ま

ち
て
以
て
德
を
合
は
す
と
雖
も
、
要

か
な
ら

ず
自
づ
か
ら
氣
を
異
に
す

る
な
り
。
…
…（（（
（

。

　

明
・
膽
は
陽
・
陰
の
ご
と
く
、
互
い
に
缺
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
り
、
兩
者
が
德
を

合
わ
せ
て
作
用
し
、
本
來
異
な
る
二
つ
が
一
つ
の
は
た
ら
き
を
す
る
。
か
か
る
主
張
は
、

別
物
の
才
と
性
が
合
致
す
る
よ
う
に
な
る
「
合
」
論
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
、「
明

膽
論
」
は
、
明
と
膽
を
個
々
に
獨
立
し
た
別
物
と
捉
え
る
「
異
」
論
か
ら
、
兩
者
が
合
わ

さ
っ
て
一
つ
の
は
た
ら
き
を
す
る
「
合
」
論
へ
と
繫
が
っ
て
い
く
。
ま
た
、
明
だ
け
で
な

く
膽
も
不
變
で
は
な
い
と
い
う
嵆
康
獨
自
の
思
惟
が
あ
っ
た
。「
才
性
四
本
論
」
に
お
け

る
四
論
の
一
つ
に
囚
わ
れ
ず
、
そ
れ
ら
を
有
機
的
に
展
開
し
た
と
こ
ろ
に
、「
明
膽
論
」

の
特
徴
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
、
こ
の
嵆
康
と
呂
安
の
議
論
は
實
際
政
治
と
關

わ
ら
ぬ
場
で
爲
さ
れ
て
お
り
、「
才
性
四
本
論
」
が
哲
學
論
へ
と
變
質
す
る
過
程
を
示
す

一
例
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

後
漢
末
、
孝
廉
を
否
定
し
て
唯
才
主
義
を
掲
げ
た
曹
操
は
、
人
間
の
才
と
性
を
切
り
離

し
て
評
價
し
た
。
魏
晉
期
に
入
っ
て
九
品
中
正
制
度
が
成
立
す
る
と
、
才
性
の
議
論
は
引

き
續
き
展
開
さ
れ
、「
才
性
四
本
論
」
と
し
て
一
つ
の
形
が
提
示
さ
れ
る
。
才
性
の
「
同
」

論
を
主
張
す
る
傅
嘏
は
、
劉
劭
や
夏
侯
玄
ら
を
批
判
す
る
中
で
、
實
才
と
德
行
を
絡
め
て

論
じ
た
。
ま
た
「
合
」
論
を
主
張
の
鍾
會
は
、
裴
楷
・
王
戎
ら
を
推
薦
す
る
際
に
性
行
と

才
能
と
を
組
み
合
わ
せ
た
評
語
を
示
し
た
。
す
な
わ
ち
、
傅
嘏
・
鍾
會
の
主
張
は
唯
才
主

義
の
否
定
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
こ
に
は
強
い
黨
派
性
を
有
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
「
才
性

四
本
論
」
に
お
け
る
四
つ
の
立
場
は
、
傅
玄
や
嵆
康
も
論
じ
て
い
た
。
傅
玄
は
す
で
に
主

流
と
な
っ
て
い
た
儒
家
の
性
論
た
る
性
三
品
説
を
繼
承
し
、
傅
嘏
と
同
樣
に
「
同
」
論
を

唱
え
、
九
品
中
正
制
度
の
修
正
案
を
提
示
し
た
。
一
方
、
嵆
康
は
「
明
膽
論
」
の
中
で
、

受
け
る
氣
の
多
少
に
よ
り
人
の
持
つ
明
・
膽
の
程
度
に
差
が
生
じ
、
別
々
の
氣
に
よ
っ
て

生
じ
た
明
・
膽
と
が
相
互
に
作
用
し
て
、
は
た
ら
き
を
爲
し
て
い
く
こ
と
を
論
じ
た
。
こ

こ
に
は
、「
才
性
四
本
論
」
の
「
異
」、
そ
し
て
「
合
」
へ
と
繫
が
る
論
の
展
開
を
看
取
で

き
る
。

　

權
力
鬪
爭
の
過
程
で
成
立
し
た
「
才
性
四
本
論
」
は
、
の
ち
に
政
治
か
ら
乖
離
し
た
哲

學
論
へ
、
そ
し
て
そ
の
評
語
の
巧
み
さ
を
競
う
遊
び
、
い
わ
ゆ
る
清
談
へ
と
變
質
し
て
い

く
。
東
晉
の
孫
盛
は
「
清
談
亡
國
論
」
を
著
し
、
清
談
こ
そ
が
西
晉
滅
亡
の
原
因
と
な
っ

た
こ
と
を
述
べ
る
。
ま
た
『
世
説
新
語
』
文
學
篇
に
は
、
東
晉
の
殷
浩
が
「
才
性
四
本
論
」
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を
以
て
相
手
を
や
り
込
め
た
逸
話
を
載
せ
る
。
だ
が
、
曹
魏
政
權
後
半
か
ら
末
期
に
か
け

て
の
「
才
性
四
本
論
」
は
十
分
に
政
治
性
を
帶
び
て
お
り
、
ま
た
哲
學
論
へ
と
變
わ
っ
て

い
く
過
渡
期
で
も
あ
っ
た
。

注（1
）　

唐
長
孺
「
魏
晉
才
性
論
的
政
治
意
義
」（『
魏
晉
南
北
朝
史
論
叢
』、
三
聯
書
店
、
一
九
五
五
年

に
所
收
）。
ま
た
、
唐
長
孺
よ
り
先
行
し
て
、
青
木
正
兒
『
支
那
文
學
思
想
史
』（
岩
波
書
店
、
一

九
四
三
年
。『
青
木
正
兒
全
集
』
第
一
卷
、
春
秋
社
、
一
九
六
九
年
に
所
收
）
が
「
才
性
四
本
論
」

の
特
徴
を
整
理
し
て
い
る
。

（
2
）　

岡
村
繁
「「
才
性
四
本
論
」
の
性
格
と
成
立
│
あ
わ
せ
て
唐
長
孺
氏
の
「
魏
晉
才
性
論
的
政
治

意
義
」
を
駁
す
」（『
名
古
屋
大
學
文
學
部
研
究
論
集
』
二
八
、
一
九
六
二
年
三
月
）。
な
お
、
唐

と
岡
村
の
論
爭
に
對
し
て
、
渡
邉
義
浩
は
岡
村
の
説
に
首
肯
し
つ
つ
、
曹
操
の
掲
げ
た
唯
才
主
義

と
い
う
德
性
と
才
能
と
の
一
致
を
否
定
す
る
價
値
觀
を
前
に
、「
名
士
」
が
自
ら
の
人
物
評
價
を

理
論
化
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
過
程
で
生
ま
れ
た
も
の
と
し
て
「
才
性
四
本
論
」
を
位
置
づ
け
る
。

詳
し
く
は
、
渡
邉
義
浩
「「
史
」
の
自
立
│
魏
晉
期
に
お
け
る
別
傳
の
盛
行
を
中
心
と
し
て
│
」

（『
史
學
雜
誌
』
一
一
二
│
四
、
二
〇
〇
三
年
四
月
。『
三
國
政
權
の
構
造
と
「
名
士
」』、
汲
古
書
院
、

二
〇
〇
四
年
に
所
收
）
を
參
照
。

（
3
）　

安
東
諒
「
魏
晉
文
學
へ
の
一
視
點
」（『
廣
島
大
學
文
學
部
紀
要
』
三
一
│
一
、
一
九
七
二
年
一

月
）。

（
4
）　

十
五
年
春
、
下
令
曰
、
自
古
受
命
及
中
興
之
君
、
曷
嘗
不
得
賢
人
君
子
與
之
共
治
天
下
者
乎
。

及
其
得
賢
也
、
曾
不
出
閭
巷
、
豈
幸
相
遇
哉
。
…
…
若
必
廉
士
而
後
可
用
、
則
齊
桓
其
何
以
霸
世
。

今
天
下
得
無
有
被
褐
懷
玉
而
釣
于
渭
濱
者
乎
。
又
得
無
盜
嫂
受
金
而
未
遇
無
知
者
乎
。
二
三
子
其

佐
我
明
揚
仄
陋
、
唯
才
是
舉
。
吾
得
而
用
之
（『
三
國
志
』
卷
一 

武
帝
紀
）。

（
5
）　

曹
操
の
唯
才
主
義
に
つ
い
て
は
、
渡
邉
義
浩
「
三
國
時
代
に
お
け
る
「
文
學
」
の
政
治
的
宣
揚

│
六
朝
貴
族
制
形
成
史
の
視
點
か
ら
│
」（『
東
洋
史
研
究
』
五
四
│
三
、
一
九
九
五
年
十
二
月
。

「
曹
操
の
「
文
學
」
宣
揚
」
と
改
題
・
改
訂
し
て
、『「
古
典
中
國
」
に
お
け
る
文
學
と
儒
教
』、
汲

古
書
院
、
二
〇
一
五
年
に
所
收
）
に
詳
し
い
。
渡
邉
は
、
曹
操
が
唯
才
主
義
を
宣
布
す
る
ご
と
に

孔
融
・
荀
彧
・
崔
琰
ら
を
殺
害
し
て
、
儒
教
と
「
名
士
」
層
に
搖
さ
ぶ
り
を
か
け
た
こ
と
を
指
摘

す
る
。

（
6
）　

渡
邉
義
浩
「
九
品
中
正
制
度
に
お
け
る
「
孝
」」（『
大
東
文
化
大
學
漢
學
會
誌
』
四
一
、
二
〇

〇
二
年
三
月
。『
三
國
政
權
の
構
造
と
「
名
士
」』、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
四
年
に
所
收
）
に
よ
れ
ば
、

「
孝
」
を
踏
み
外
し
た
者
は
、
政
治
的
な
功
績
が
あ
ろ
う
と
高
い
郷
品
を
與
え
ら
れ
な
か
っ
た
と

論
じ
て
い
る
。

（
7
）　

會
司
徒
缺
、
毓
舉
處
士
管
寧
、
帝
不
能
用
。
更
問
其
次
、
毓
對
曰
、
敦
篤
至
行
、
則
太
中
大
夫

韓
暨
。
亮
直
清
方
、
則
司
隸
校
尉
崔
林
。
貞
固
純
粹
、
則
太
常
常
林
。
帝
乃
用
暨
。
毓
於
人
及
選

舉
、
先
舉
性
行
、
而
後
言
才
。
黃
門
李
豐
嘗
以
問
毓
、
毓
曰
、
才
所
以
爲
善
也
、
故
大
才
成
大
善
、

小
才
成
小
善
。
今
稱
之
有
才
而
不
能
爲
善
、
是
才
不
中
器
也
。
豐
等
服
其
言
（『
三
國
志
』
卷
二

十
二 

盧
毓
傳
）。

（
8
）　

盧
毓
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
范
陽
の
盧
氏
に
つ
い
て
│
漢
魏
交
代
期
の
政
治
・
文
化
│
」（『
東

洋
史
研
究
』
七
五
│
一
、
二
〇
一
六
年
六
月
）
を
參
照
。
ま
た
「
北
海
グ
ル
ー
プ
」
に
つ
い
て
は

拙
稿
で
も
論
じ
て
い
る
が
、
川
勝
義
雄
「
シ
ナ
中
世
貴
族
政
治
の
成
立
に
つ
い
て
」（『
史
林
』
三

三
│
四
、
一
九
五
〇
年
八
月
。「
貴
族
政
治
の
成
立
」
と
改
題
・
改
訂
し
、『
六
朝
貴
族
制
社
会
の

研
究
』、
岩
波
書
店
、
一
九
八
二
年
に
所
收
）
に
詳
し
い
。

（
9
）　
『
世
説
新
語
』
文
學
篇
に
、「
鍾
會
撰
四
本
論
。
始
畢
、
甚
欲
使
嵇
公
一
見
。
置
懷
中
、
既
定
、

畏
其
難
、
懷
不
敢
出
、
於
戸
外
遙
擲
、
便
回
急
走
」
と
あ
り
、
そ
の
劉
孝
標
注
に
、「
魏
志
曰
、

會
論
才
性
同
異
、
傳
於
世
。
四
本
者
、
言
才
性
同
、
才
性
異
、
才
性
合
、
才
性
離
也
。
尚
書
傅
嘏

論
同
、
中
書
令
李
豐
論
異
、
侍
郎
鍾
會
論
合
、
屯
騎
校
尉
王
廣
論
離
。
文
多
不
載
」
と
あ
る
。

（
10
）　

多
田
狷
介
「
劉
劭
と
そ
の
考
課
法
に
つ
い
て
」（『
中
嶋
敏
先
生
古
稀
記
念
論
集
』
上
卷
、
汲
古

書
院
、
一
九
八
〇
年
。『
漢
魏
晉
史
の
研
究
』、
汲
古
書
院
、
一
九
九
九
年
に
所
收
）。

（
11
）　

東
川
祥
丈
「
劉
劭
『
都
官
考
課
』
と
そ
の
批
判
を
め
ぐ
っ
て
」（『
中
國
思
想
史
研
究
』
二
六
、

二
〇
〇
三
年
十
二
月
）。
お
よ
び
東
川
祥
丈
「
劉
劭
の
法
思
想
に
つ
い
て
│
『
人
物
志
』
の
政
治

的
分
業
論
を
手
掛
か
り
に
│
」（『
東
方
學
』
一
〇
五
、
二
〇
〇
三
年
一
月
）
を
參
照
。

（
12
）　

時
散
騎
常
侍
劉
劭
作
考
課
法
、
事
下
三
府
。
嘏
難
劭
論
曰
、
蓋
聞
帝
制
宏
深
、
聖
道
奧
遠
。
…

…
昔
先
王
之
擇
才
、
必
本
行
於
州
閭
、
講
道
於
庠
序
。
行
具
而
謂
之
賢
、
道
脩
則
謂
之
能
。
鄉
老

獻
賢
能
于
王
、
王
拜
受
之
。
舉
其
賢
者
、
出
使
長
之
、
科
其
能
者
、
入
使
治
之
。
此
先
王
收
才
之

義
也
。
方
今
、
九
州
之
民
、
爰
及
京
城
、
未
有
六
鄉
之
舉
、
其
選
才
之
職
、
專
任
吏
部
。
案
品
狀

則
實
才
未
必
當
、
任
薄
伐
則
德
行
未
爲
敍
、
如
此
則
殿
最
之
課
、
未
盡
人
才
。
述
綜
王
度
、
敷
贊

國
式
、
體
深
義
廣
、
難
得
而
詳
也
。（『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

傅
嘏
傳
）

（
13
）　

渡
邉
義
浩
「
九
品
中
正
制
度
と
性
三
品
説
」（『
三
國
志
研
究
』
一
、
二
〇
〇
六
年
七
月
）。

（
14
）　

是
時
、
何
晏
以
材
辯
顯
於
貴
戚
之
間
、
鄧
颺
好
變
通
、
合
徒
黨
、
鬻
聲
名
於
閭
閻
、
而
夏
侯
玄

以
貴
臣
子
少
有
重
名
、
爲
之
宗
主
、
求
交
於
嘏
而
不
納
也
。
嘏
友
人
荀
粲
、
有
清
識
遠
心
、
然
猶

怪
之
。
謂
嘏
曰
、
夏
侯
泰
初
一
時
之
傑
。
…
…
二
賢
不
睦
、
非
國
之
利
、
此
藺
相
如
所
以
下
廉
頗

也
。
嘏
答
之
曰
、
①
泰
初
志
大
其
量
、
能
合
虛
聲
而
無
實
才
。
何
平
叔
言
遠
而
情
近
、
好
辯
而
無

誠
、
所
謂
利
口
覆
邦
國
之
人
也
。
鄧
玄
茂
有
爲
而
無
終
、
外
要
名
利
、
内
無
關
鑰
。
貴
同
惡
異
、

多
言
而
妒
前
。
多
言
多
釁
、
妒
前
無
親
。
②
以
吾
觀
此
三
人
者
、
皆
敗
德
也
。
遠
之
猶
恐
禍
及
、

況
昵
之
乎
（『
三
國
志
』
卷
二
十
一 

傅
嘏
傳
注
引
『
傅
子
』）。
な
お
、
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
樣
の
逸
話

が
『
世
説
新
語
』
識
鍳
篇
に
見
え
る
。

（
15
）　

引
用
文
の
出
典
と
な
る
『
傅
子
』
の
著
者
傅
玄
は
、
司
馬
昭
よ
り
男
爵
を
賜
與
さ
れ
、
武
帝
司

馬
炎
が
西
晉
を
建
國
す
る
と
子
爵
に
昇
り
、「
晉
鼓
吹
曲
」
を
作
詞
し
て
西
晉
と
司
馬
氏
を
正
統

化
し
た
司
馬
氏
派
の
人
物
で
あ
る
。
詳
し
く
は
、
拙
稿
「
傅
玄
「
晉
鼓
吹
曲
」
と
西
晉
正
統
論
」

（『W
A

SED
A

 R
ILA

S JO
U

R
N

A
L

』N
o.5

、
二
〇
一
七
年
十
月
）
を
參
照
。

（
16
）　

康
有
弘
量
、
綽
以
明
達
爲
稱
、
楷
少
與
琅
邪
王
戎
俱
爲
掾
發
名
、
鍾
會
致
之
大
將
軍
司
馬
文
王

曰
、
裴
楷
清
通
、
王
戎
簡
要
。
文
王
即
辟
爲
掾
、
進
歴
顯
位
（『
三
國
志
』
卷
二
十
三 

裴
潛
傳
注



曹
魏
に
お
け
る
「
才
性
四
本
論
」
の
展
開

（9）644

引
『
晉
諸
公
贊
』）。
な
お
、
裴
楷
と
王
戎
を
評
價
し
た
逸
話
と
評
語
そ
の
も
の
は
、
唐
修
『
晉
書
』

卷
三
十
五 

裴
秀
傳
附
裴
楷
傳
に
も
收
め
ら
れ
て
い
る
。

（
17
）　
『
世
説
新
語
』
賞
譽
篇
に
は
、「
鍾
士
季
目
王
安
豐
、
阿
戎
了
了
解
人
意
。
謂
、
裴
公
之
談
、
經

日
不
竭
。
吏
部
郎
闕
、
文
帝
問
其
人
於
鍾
會
。
會
曰
、
裴
楷
清
通
、
王
戎
簡
要
、
皆
其
選
也
。
於

是
用
裴
」
と
あ
り
、
同
じ
く
賞
譽
第
八
に
、「
王
濬
沖
・
裴
叔
則
二
人
、
總
角
詣
鍾
士
季
。
須
臾

去
後
、
客
問
鍾
曰
、
向
二
童
何
如
。
鍾
曰
、
裴
楷
清
通
、
王
戎
簡
要
。
後
二
十
年
、
此
二
賢
當
爲

吏
部
尚
書
、
冀
爾
時
天
下
無
滯
才
」
と
あ
り
、
裴
楷
・
王
戎
を
評
價
し
た
類
似
の
逸
話
を
載
せ
る
。

（
18
）　

葭
森
健
介
「「
清
簡
」
と
「
威
惠
」
│
魏
晉
官
僚
の
一
考
察
│
」（『
名
古
屋
大
學
東
洋
史
研
究

報
告
』
八
、
一
九
八
二
年
十
二
月
）。

（
19
）　

た
だ
し
、
唐
も
岡
村
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
才
性
四
本
論
」
が
や
が
て
知
識
人
や
貴
族
た
ち

の
哲
學
論
へ
と
變
質
す
る
の
は
事
實
で
あ
る
。
か
か
る
變
質
は
お
そ
ら
く
三
國
時
代
よ
り
後
で
あ

ろ
う
。
こ
れ
に
關
連
し
て
、『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
状
の
變
質
お
よ
び
表
現
形
式
の
變
化
を
論

じ
た
も
の
に
、
渡
邉
義
浩
「『
世
説
新
語
』
に
お
け
る
人
物
評
語
の
展
開
」（『
六
朝
學
術
學
會
報
』

一
七
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
が
あ
る
。

（
20
）　

①
虎
至
猛
也
、
可
畏
而
服
。
鹿
至
粗
也
、
可
教
而
使
。
木
至
勁
也
、
可
柔
而
屈
。
石
至
堅
也
、

可
消
而
用
。
況
人
含
五
常
之
性
、
有
善
可
因
、
有
惡
可
改
者
乎
。
人
之
所
重
、
莫
重
乎
身
。
貴
教

之
道
行
、
士
有
仗
節
成
義
死
而
不
顧
者
矣
。
此
先
王
因
善
教
義
、
因
義
而
立
得
也
。
…
…
。
②
若

夫
商
韓
孫
吳
、
知
人
性
之
貪
得
樂
進
、
而
不
知
兼
濟
其
善
、
於
是
束
之
以
法
、
要
之
以
功
、
使
下

唯
力
是
恃
、
唯
爭
是
務
。
恃
力
務
爭
、
至
有
探
湯
赴
火
、
而
忘
其
身
者
、
好
利
之
心
獨
用
也
。
人

懷
好
利
之
心
、
則
善
端
沒
矣
。（『
羣
書
治
要
』
卷
四
十
九
引
『
傅
子
』
貴
教
篇
）

（
21
）　

人
之
性
如
水
焉
、
置
之
圓
則
圓
、
置
之
方
則
方
、
澄
之
則
渟
而
清
、
動
之
則
流
而
濁
。
先
王
知

中
流
之
易
擾
亂
、
故
隨
而
教
之
、
謂
其
偏
好
者
、
故
立
一
定
之
法
（『
意
林
』
卷
五
引
『
傅
子
』）。

（
22
）　

凡
品
才
有
九
。
一
曰
德
行
、
以
立
道
本
。
二
曰
理
才
、
以
研
事
機
。
三
曰
政
才
、
以
經
治
體
。

四
曰
學
才
、
以
綜
典
文
。
五
曰
武
才
、
以
禦
軍
旅
。
六
曰
農
才
、
以
教
耕
稼
。
七
曰
工
才
、
以
作

器
用
。
八
曰
商
才
、
以
興
國
利
。
九
曰
辯
才
、
以
長
諷
議
（『
長
短
經
』
量
才
篇
引
『
傅
子
』）。

（
23
）　

高
新
民
「
論
傅
玄
的
政
治
思
想
」（『
慶
陽
師
專
學
報
（
社
會
科
學
版
）』
一
九
九
五
│
四
、
一

九
九
五
年
）。
こ
れ
に
對
し
て
、
拙
稿
「
傅
玄
『
傅
子
』
の
治
國
・
人
事
思
想
」（『
三
國
志
研
究
』

一
二
、
二
〇
一
七
年
九
月
）
は
、
司
馬
氏
派
に
與
し
た
傅
玄
に
よ
る
九
品
中
正
制
度
の
修
正
案
で

あ
る
こ
と
を
論
じ
た
。

（
24
）
注（
13
）所
掲
渡
邉
論
文
は
、
董
仲
舒
學
派
が
『
春
秋
繁
露
』
で
性
三
品
説
を
創
設
し
、
班
固
の
『
漢

書
』、
王
充
の
『
論
衡
』
を
經
、
後
漢
末
の
荀
悦
に
至
っ
て
人
を
九
品
に
區
別
す
る
思
想
が
展
開

さ
れ
、
そ
れ
が
九
品
中
正
制
度
に
反
映
さ
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（
25
）　

鍾
會
撰
四
本
論
、
始
畢
。
甚
欲
使
嵇
公
一
見
、
置
懷
中
、
既
定
、
畏
其
難
、
懷
不
敢
出
。
於
戸

外
遙
擲
、
便
面
急
走
（『
世
説
新
語
』
文
學
篇
）。

（
26
）　

本
稿
に
引
く
「
明
膽
論
」
は
、
戴
明
揚
校
注
『
嵆
康
集
校
注
』（
中
華
書
局
、
二
〇
一
四
年
）

を
底
本
と
し
た
。
ま
た
、「
明
膽
論
」
の
譯
注
に
は
、
西
順
臧
「
嵆
康
：
明
膽
論
（
聰
明
と
膽
力

の
關
係
）
お
よ
び
張
叔
遼
：
自
然
好
學
論
（
學
を
好
む
の
は
人
の
自
然
で
あ
る
）、
嵆
康
：
難
自

然
好
學
論
（
學
を
好
む
の
は
人
の
自
然
で
あ
る
、
へ
の
反
論
）
の
日
語
譯
並
び
に
註
」（『
和
光
大

學
人
文
學
部
紀
要
』
一
四
、
一
九
八
〇
年
三
月
）
と
大
上
正
美
「
明
（
明
知
）
と
膽
（
膽
力
）
の

關
係
を
め
ぐ
る
論
│
嵆
康
「
明
膽
論
」
和
譯
│
」（『
季
刊
創
文
』
一
〇
、
二
〇
一
三
年
六
月
）
が

あ
り
、
と
も
に
參
照
し
た
。

（
27
）　

①
有
呂
子
者
、
精
義
味
道
、
研
核
是
非
。
以
爲
人
有
膽
可
無
明
、
有
明
便
有
膽
矣
。
嵇
先
生
以

爲
明
、
膽
殊
用
、
不
能
相
生
。
論
曰
、
②
夫
元
氣
陶
鑠
、
眾
生
稟
焉
。
賦
受
有
多
少
、
故
才
性
有

昏
明
。
唯
至
人
特
鍾
純
美
、
兼
周
外
内
、
無
不
畢
備
。
降
此
已
往
、
蓋
闕
如
也
。
或
明
于
見
物
、

或
勇
于
決
斷
。
人
情
貪
廉
、
各
有
所
止
。
譬
諸
草
木
、
區
以
別
矣
。
兼
之
者
博
于
物
、
偏
受
者
守

其
分
。
故
吾
謂
、
③
明
膽
異
氣
、
不
能
相
生
。
明
以
見
物
、
膽
以
決
斷
。
專
明
無
膽
、
則
雖
見
不

斷
。
專
膽
無
明
、
則
違
理
失
機
。
④
故
子
家
軟
弱
、
陷
于
弒
君
。
左
師
不
斷
、
見
逼
華
臣
、
皆
智

及
之
、
而
決
不
行
也
。
此
理
坦
然
、
非
所
宣
滯
。
…
…
。

（
28
）　

高
田
淳
「
嵆
康
の
「
離
」
の
立
場
」（『
大
倉
山
學
院
紀
要
』
二
、
一
九
五
六
年
十
月
）。
高
田

論
文
は
「
明
膽
論
」
を
專
論
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
他
の
論
を
含
め
た
思
想
の
展
開
よ
り

嵆
康
の
「
離
」
論
の
本
質
を
探
る
。

（
29
）　

大
上
正
美
「「
明
膽
論
」
に
見
る
嵆
康
の
思
惟
の
原
型
」（『
青
山
語
文
』
四
六
、
二
〇
一
六
年

三
月
）。
大
上
の
關
心
は
、「
表
現
者
と
し
て
の
〈
思
想
の
は
た
ら
き
〉（
文
學
に
お
け
る
思
想
性
）」

に
あ
り
、
才
性
論
と
の
關
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
は
な
い
が
、
示
唆
に
富
む
。
ま
た
、
西

順
臧
「
嵆
康
の
論
の
思
想
」（『
集
刊
東
洋
學
』
一
〇
、
一
九
六
三
年
十
月
。『
中
国
思
想
論
集
』、

筑
摩
書
房
、
一
九
六
九
年
に
所
收
）
は
、「
明
膽
論
」
を
含
め
た
嵆
康
の
論
を
總
合
的
に
考
察
し
た
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
本
文
で
觸
れ
た
と
お
り
、
西
も
大
上
も
高
田
の
説
を
踏
襲
す
る
。

（
30
）　
『
論
衡
』
率
性
篇
に
、「
人
受
五
常
、
含
五
臟
、
皆
具
於
身
。
稟
之
泊
少
、
故
其
操
行
不
及
善
人
、

猶
或
厚
或
泊
也
、
非
厚
與
泊
殊
其
釀
也
、
麴
孽
多
少
使
之
然
也
。
是
故
酒
之
泊
厚
、
同
一
麴
孽
。

人
之
善
惡
、
共
一
元
氣
。
氣
有
少
多
、
故
性
有
賢
愚
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
る
。

（
31
）　

漢
之
賈
生
、
陳
切
直
之
策
、
奮
危
言
之
至
。
行
之
無
疑
、
明
所
察
也
。
忌
鵬
作
賦
、
暗
所
惑
也
。

一
人
之
膽
、
豈
有
盈
縮
乎
。
蓋
見
與
不
見
、
故
行
之
有
果
否
也
。

（
32
）　

夫
論
理
性
情
、
折
引
異
同
、
固
當
尋
所
受
之
終
始
、
推
氣
分
之
所
由
。
…
…
。
①
本
論
二
氣
不

同
、
明
不
生
膽
、
欲
極
論
之
、
當
令
一
人
播
無
刺
諷
之
膽
、
而
有
見
事
之
明
。
故
當
有
不
果
之
害
。

非
謂
中
人
血
氣
無
之
、
而
復
資
之
以
明
。
二
氣
存
一
體
、
則
明
能
運
膽
、
賈
誼
是
也
。
②
賈
誼
明

膽
、
自
足
相
經
、
故
能
濟
事
。
誰
言
殊
無
膽
獨
任
明
以
行
事
者
乎
。
子
獨
自
作
此
言
、
以
合
其
論

也
。
忌
鵬
闇
惑
、
明
所
不
周
、
何
害
于
膽
乎
。
③
明
既
以
見
物
、
膽
能
行
之
耳
。
明
所
不
見
、
膽

當
何
斷
。
進
退
相
扶
、
何
謂
盈
縮
。
就
如
此
言
、
賈
生
陳
策
、
明
所
見
也
。
忌
鵬
作
賦
、
暗
所
惑

也
。
④
爾
為
明
徹
于
前
、
而
暗
惑
于
后
、
有
盈
縮
也
。
苟
明
有
進
退
、
膽
亦
何
為
不
可
偏
乎
。
…

…
。
夫
唯
至
明
能
無
所
惑
、
至
膽
能
無
所
虧
耳
。
苟
自
非
若
此
、
誰
無
弊
損
乎
。
…
…
。

（
33
）　

子
又
曰
言
明
無
膽
、
無
膽
能
偏
守
。
案
子
之
言
、
此
則
有
專
膽
之
人
、
亦
為
膽
特
自
一
氣
矣
。

五
才
存
體
、
各
有
所
生
。
明
以
陽
曜
、
膽
以
陰
凝
。
豈
可
謂
有
陽
可
無
陰
、
有
陰
可
無
陽
邪
。
雖

相
須
以
合
德
、
要
自
異
氣
也
。
…
…
。
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The development of “Cai Xing Siben lun” in Cao Wei period

Yasuhiro TAKAHASHI

　Around the end of the Later Han 後漢 Dynasty, character evaluation had gained popularity among the intellec-
tuals. Subsequently, they constructed theories about it. One of those is “Cai Xing Siben lun 才性四本論”. Cai 才 
is a person’s acquired talent, and Xing 性 is a person’s native qualities of virtue. The relationship of them were 
confused by Fu Xia 傅嘏, Zhong Hui 鍾會, Li Feng 李豐, and Wang Guang 王廣 in the Cao Wei 曹魏 period. 
They selected their respective theories, which are called “Dong” 同, “He” 合, “Yi” 異, “Li” 離.
　Fu Xia was always discussing Cai and Xing. When He once evaluated the character of He Yan 何晏 and Xiahou 
Xuan 夏侯玄, he did it in constrast to their talent and virtue using the template of Dong’s theory. On the other 
hand, Zhong Hui also evaluated the character of Pei Kai 裴楷 and Wang Rong 王戎. His evaluation matched their 
talent and virtue as per He’s theory. However, Li Feng’s and Wang Guang’s evaluations are unknown. They prob-
ably evaluated a person based on the theories of Yi and Li.
　Among these four theories, Fu Xuan 傅玄 developed Fu Xia’s argument/theory. He originally subscribed to the 
mainstream confucianism thought of Cai and Xing. With this in mind, Fu Xuan presented amendment of Jiupin 
Zhongzheng zhidu 九品中正制度. This is the distinguishing feature of his thought.
　Furthermore, Ji Kang 嵆康 argued with Lu An 呂安, and presented his thought about Cai and Xing in “Ming-
Danlun” 明膽論. In this argument, He recognized Ming and Dan as different things. When applying this to “Cai 
Xing Siben lun”, this conforms to Yi’s theory. But, Ji Kang insisted that Ming and Dan were mutually indispens-
able things. It is as per He’s theory. The organic development of the theory of “Cai Xing Siben lun” is a 
characteristic of Ji Kang’s thought.
　After the Xi Jin 西晉 Dynasty, “Cai Xing Siben lun” became the theme of philosophical conversation among 
the aristocracy. However, it was still political and partisan until Cao Wei period.


